
「特許申請中 超高周波可変式バイブロフォンサー +
チャッキング式中堀テーブルマシン（防音防振仕様・飛散防止排土口付）工法 」

工法・新製品紹介 ㈱高知丸高

1、はじめに
　硬質地盤・岩盤・転石・玉石等への大口径大深度
の鋼管杭・矢板、鋼矢板等の杭の工法としては、数々
の打設・圧入工法があります。その中で、環境保全、
コスト削減、工期短縮を叶える工法開発を要求され、
取り組んでおります。今回はあらゆる地層に対応でき、
振動騒音を大幅に抑制出来る、「超高周波可変式バ
イブロフォンサー+チャッキング式中堀テーブルマシ
ン（防音防振仕様・飛散防止排土口付）工法」を、ご
紹介させて頂きます。（写真①）

5、おわりに
今後において、益々鋼管杭・鋼管矢板等を急速で安く
打設出来る工法が求められます。弊社は市場が求め
る性能を持つ製品・工法をこれからも開発してまいり
ます。

〈㈱高知丸高 執行役員 吉本 摂〉

２、工法特徴
・ケーシングが孔壁保護となり、崩壊層、水中施工が
　容易。
・吊オーガー等使用せず、軽量なテーブルマシンの
　施工により、吊荷重の低減。
・特許出願中のチャッキング式中堀テーブルマシン
　で、中堀をすることにより、ケーシング天端を密封し、
　スライムの飛散を無くし、集積する。又、天端密閉の
　為、騒音・振動を大幅に削減する。
・回転・共振防止ローラーを使用することにより、振
　動騒音を低減し、打設精度の向上。
・超高周波可変式バイブロフォンサーへ特許出願中 
　の本体・ユニット防音防振低減カバー（20dB削減）
　を取付けることにより、近隣家屋への騒音、振動を
　低減。（写真③）
・拡径ビットハンマー工法と比較し、吊荷重が大幅に
　削減出来、施工性も向上し、騒音振動も低減出来る。
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工 事 名

発 注 者
施 工 数 量

：

：
：

「平成 26-27年度 南国海岸堤防
  災害復旧工事」
四国地方整備局 高知河川国道事務所
鋼管矢板φ800 L＝11.5～12.0m 
190本

工 事 名
発 注 者
施 工 数 量

：
：
：

「国道45号下安家道路工事」
東北地方整備局 三陸国道事務所
鋼管杭φ640 ８０本

3．施工事例

４．工法フロー



全回転チュービング装置ＲＴシリーズ
最大級の標準型：ＲＴ－３２０

工法・新製品紹介　日本車輌製造（株）

１．はじめに
弊社製の全回転型チュービング装置ＲＴシリーズに
は、標準型をはじめ、ハイパワー型のＨタイプ、低頭型
のＬ・ＳＬタイプ、中間低頭型のＡＬタイプがあり、掘削
口径別に、それぞれ施工環境・施工条件にマッチした
機種を取り揃え、国内・国外を問わず、多くの現場に
おいてその実力を発揮し、各方面で好評を頂いており
ます。

２．大型ＲＴシリーズ
　一般的に、掘削口径がφ２０００ｍｍを超えるサイズ
のものが大型の部類となり、現行生産モデルでは、標
準型のＲＴ－３００Ⅲ、ハイパワー型のＲＴ－２６０ＨとＲ
Ｔ－３２０Ｈ、低頭型のＲＴ－２５０Ｌをラインナップしてい
ます。中でも、ＲＴ－３２０Ｈは国内最大級の掘削口径
φ３２００ｍｍを誇り、負荷状況にもよりますが、掘削回
転トルクは、最大８,０３０ｋＮｍ(８１９ｔｆ-ｍ)の能力を有
しています。

３．標準型ＲＴ－３２０の開発と概要
　圧倒的な能力を有するＲＴ－３２０Ｈは、地質上、硬
い支持地盤が深い香港地域での施工を目的に開発
された経緯があります。深度１００ｍ級の場所打ち杭も
珍しくはなく、最終掘削深度での杭径をφ３０００ｍｍ
とする傾向があり、１次掘削⇒２次掘削の２段階掘削を
行うことがあります。輸送面からも最大掘削口径はφ
３２００ｍｍとなり、高トルク仕様のハイパワーモデルと
して開発し、香港のみならず、国内へも納入実績があ
ります。
　ＲＴシリーズは、地中障害物の切削・撤去工事にも
威力を発揮するため、都市部再開発事業において、
旧基礎杭の撤去工事に広く用いられています。
近年、φ３０００ｍｍ級の大径杭が存在し、周辺地盤と
の縁切りにはサイズ的にＲＴ－３２０Ｈクラスとなります。

　現場サイドからは、都市部での狭隘な施工環境に
見合うよう、φ３２００ｍｍを維持しつつ、コンパクト化
が求められました。そこで、ＲＴ－３００Ⅲと同等以上の
能力を持ち、最大掘削口径φ３２００ｍｍを擁する標
準型のＲＴ－３２０を今般開発しましたので、紹介させ
て頂きます。
　図１にＲＴ－３２０の外観図と概略仕様を、図２に主
要仕様比較表を示します。
能力的には、ＲＴ－３００Ⅲに対しケーシングの引抜は
７％のアップ、押込力は１３％のアップ、回転トルクは９
％のアップとしました。外形サイズは、ＲＴ－３２０Ｈに
対し一回り小さく、質量では２５％の軽量化を図ってい
ます。適用油圧ユニットは１サイズダウンのＲＴＰ－５系
とし、総じてコンパクト化を図りました。

４．おわりに
ＲＴ－３２０は、昨年１月に初号機が完成し、４月に都内
渋谷駅の再開発工事へ投入され、その実力を遺憾無
く発揮しました。写真１に現場にて夜間組立て中の初
号機を示します。今後も時代が求める製品を開発・生
産していく所存です。

<日本車輌製造（株） 畑 幸夫>
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写真１

〈図2.　主要仕様比較表〉

チュービング装置型式 標準型： Ⅲ 標準型： ﾊｲﾊﾟﾜｰ型：
ケーシング引抜力
ケーシング押込力 自重 自重 自重
押込ストローク

回転トルク〔低 中 高〕

回転数
寸 法〔 × × 〕 × × × × × ×
質 量 ※ｻﾌﾞﾁｬｯｸ付 ※ ※ ※
適用ユニット型式
エンジン名称 小松 小松 小松
エンジン出力
質 量（燃料等含む）
寸 法〔 × × 〕 × × × × × ×


